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❶年頭挨拶 ❷加盟団体の紹介

❸登山基礎講座 ❹委員会だより

❺委員会だより ❻ヒマルコ登山隊

❼体制と運営の見直し ❽行事予定

▼
昨
今
エ
ベ
レ
ス
ト
の
登

頂
だ
け
で
は
話
題
に
も
な

ら
な
い
。
こ
れ
に
他
の
要

素
が
加
わ
る
と
ニ
ュ
ー
ス

に
な
る
。
例
え
ば
中
高
年

登
山
ブ
ー
ム
を
反
映
し
た

『
エ
ベ
レ
ス
ト
最
高
齢
登

頂
』
や
『
三
浦
雄
一
郎
の
80
歳
で
エ

ベ
レ
ス
ト
挑
戦
』
な
ど
で
あ
る
。
▼

ち
な
み
に
今
季
の
シ
ェ
ル
パ
を
含

む
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
者
は
５
６
５

人
、
今
ま
で
の
延
べ
登
頂
者
数
は

６
１
４
９
人
と
な
り
６
０
０
０
人
の

大
台
を
超
え
た
。
一
方
、
エ
ベ
レ
ス

ト
を
含
む
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
エ
ク
ス
ペ
デ

ィ
シ
ョ
ン
ピ
ー
ク
に
向
か
っ
た
日
本

人
登
山
者
は
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
日
本
経
済
の
低
迷
に

よ
る
内
向
き
指
向
と
関
係
し
て
い

る
。
日
本
が
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
の
時

代
で
あ
っ
た
頃
、
多
く
の
者
が
ヒ
マ

ラ
ヤ
へ
向
か
っ
た
。
▼
最
近
、
中
高

年
者
だ
け
で
な
く
山
に
登
る
若
い
人

た
ち
も
増
え
て
い
る
が
、
マ
イ
テ
ン

ト
派
や
ア
ス
リ
ー
ト
派
な
ど
個
人
的

登
山
者
が
目
立
つ
。
▼
い
つ
の
時
代

も
チ
ー
ム
の
力
は
大
き
い
成
果
と
感

動
を
呼
ぶ
。
登
山
も
同
じ
で
あ
る
。

私
の
遠
征
経
験
か
ら
得
た
ヒ
マ
ラ
ヤ

へ
向
か
う
チ
ー
ム
力
の
魅
力
を
若
い

人
た
ち
に
伝
え
、
外
へ
向
か
う
力
を

育
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

副
会
長   

小
畑
和
人 

 

新
年
挨
拶

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
そ
れ
ぞ
れ
新
し

い
決
意
と
気
持
ち
で
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
加
盟
団

体
及
び
関
係
者
の
皆
様
方
に
は
春

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
登
山
大
会
を
始

め
、
各
種
行
事
の
参
画
と
運
営
面

で
大
変
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

承
り
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
は
懸
案
と
な
っ
て
い

る
将
来
の
連
盟
の
法
人
化
に
向
け

て
、
副
会
長
を
委
員
長
に
法
規
委

員
会
を
発
足
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

伴
っ
て
会
計
を
始
め
各
委
員
会
に

お
い
て
も
法
人
化
を
念
頭
に
置
い

た
事
業
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
ま
す
。
各
加
盟
団
体
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
よ
り
一
層

の
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　

今
年
も
皆
様
や
大
阪
府
山
岳
連

盟
に
と
っ
て
も
よ
り
良
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
祈
念
し
新
年
の
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

 2013 新春交歓会
　本年も皆様の日頃のご協力への感謝の意味を含めまし

て恒例の新春交歓会を催します。今年は足の便の良いJR

大阪駅に付属するホテルグランビア大阪に於いて初春を

皆々様と祝したくご案内させていただきます。皆様お誘

い合せの上、多数のご参加をお待ち申し上げます。

1 月 19 日 ( 土 ) 午後 1 時より 3 時
会場:ホテルグランビア大阪(20階 鳳凰の間)

大阪市北区梅田3-1-1  Tel 06-6344-1235

 JR大阪駅中央改札口出て右手すぐ

午後0時 30分より受付　会費5,000円

問合せ先 お申し込み:大阪府山岳連盟 事務局

(TEL:06-6973-3675/FAX:06-7504-4212)

　
　
　

理
事
長　

飛
田
典
男

　
　
　
　

会
長　

山
並
久
次

新
し
い
年
を
迎
え
て

 
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
へ

 

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
意

欲
的
な
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
見
据
え

た
海
外
へ
の
取
り
組
み
が
幾
つ
か

数
え
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
中
で
も
女
性
３
名
で
の
西

北
ネ
パ
ー
ル
踏
査
行
は
意
欲
あ
る

プ
ラ
ン
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

か
。

　

連
盟
で
は
新
た
な
取
組
と
し
て

11
月
にSEA 

TO 
SUMMIT(

カ
ヤ

ッ
ク
・
バ
イ
ク
・
ク
ラ
イ
ム)

が

奥
河
内
に
て
開
催
さ
れ
、
こ
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
に
引
き
続
きHIPS 

CUP

で

の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
国
際
大
会
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
連
盟
主

催
の
第
38
回
を
数
え
る
ダ
イ
ト
レ

及
び
第
６
回
の
生
駒
ス
カ
イ
ラ
ン

共
に
昨
年
の
参
加
者
数
を
更
新
し

ま
し
た
。
ま
た
、
指
導
員
養
成
講

習
会
は
昨
年
の
13
名
に
は
及
び
ま

せ
ん
が
５
名
で
育
成
を
図
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
の
主
な
事
業
で
あ

る
、
ほ
し
だ
カ
ッ
プ
、
安
全
登
山

の
集
い
、
冬
山
講
習
会
、
レ
ス
キ

ュ
ー
講
習
会
、
登
山
教
室
、
上
級

指
導
員
養
成
講
習
会
、
登
山
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
習
会
、
他

も
お
蔭
様
で
順
調
に
実
施
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
会
員
皆

様
の
温
か
い
ご
協
力
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
心
よ
り
ご
協
力
を
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

 

さ
て
、
65
〜
70
周
年
事
業
の
第

二
弾
と
し
て
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
委
員

会
の
企
画
し
た
金
剛
山
集
中
登
山

は
冷
た
い
雨
の
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
昨
年
を
上
回
る
参
加
者
を

得
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
更
な
る

企
画
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。    

　

会
計
問
題
の
解
決
に
翻
弄
さ
れ

た
一
年
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
本

年
は
解
決
に
鋭
意
努
力
致
し
ま
す

の
で
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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山
遊
楽
会(

さ
ふ
ら
ん
か
い)

は
１
９
７
３
年(

昭
和
48
年)

前
身
の
『
蜂
の
会
』(

創
立
者 

中
元
建
生 

前
代
表)

で
創
立
し

ま
し
た
。

　

当
初
は
先
鋭
的
な
岩
登
り
の
会

で
、
海
外
遠
征
な
ど
で
初
登
攀
の

記
録
も
あ
り
ま
す
。
後
に
『
高
嶺

会
』
と
改
名
。
そ
の
後
、今
の
『
山

遊
楽
会
』(

現
在 

朝
井
康
晴
代

表)

に
な
り
ま
し
た
。
も
う
す
ぐ

創
立
40
年
を
迎
え
ま
す
。

　

会
員
の
高
齢
化
、
退
会
や
休
会

す
る
会
員
が
増
え
一
時
衰
退
す
る

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は

会
員
総
勢
36
名
、
実
働
会
員
27
名

(

内
女
性
会
員
11
名)

で
、
毎
週

の
よ
う
に
山
行
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
会
員
の
年
齢
は
、
26
歳
か
ら

64
歳
と
幅
広
で
す
。

　

山
行
形
態
は
、
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン

ド(

ハ
イ
キ
ン
グ
、
夏
山
縦
走
、

岩
登
り
、
沢
登
り
、
冬
山
登
山
、

冬
期
登
擧
等
々)

の
山
行
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
当
会
で
は
、
岩
登

り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ(

ザ
イ
ル
ワ
ー

ク)

を
基
礎
に
し
、
す
べ
て
の
山

行
に
役
立
て
よ
う
と
実
施
遂
行
し

て
い
ま
す
。
積
雪
期
前
に
は
ア
イ

ゼ
ン
歩
行
、
ボ
ッ
カ
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

　

年
間
を
通
じ
て(

例
会
山
行
と

し
て)

ハ
イ
キ
ン
グ
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
個
人
山
行
と
し
て

季
節
に
応
じ
、
沢
登
り
、
岩
登
り
、

縦
走
、
冬
山
な
ど
を
個
人
レ
ベ
ル

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

山
行
山
域
は
、
日
帰
り
山
行
で

は
近
畿
圏(

大
峰
、
台
高
、
鈴
鹿
、

比
良
、
鈴
鹿)

で
す
が
、
泊
ま

り
山
行
で
は
奥
美
濃
、
白
山
、
大

山
、
ア
ル
プ
ス(

北
、
南
、
中
央

)

な
ど
片
道
４
０
０
キ
ロ
圏
内
位

ま
で
脚
を
運
び
ま
す
。

例
会
は
月
一
回
、
第
二
例
会(

小

打
合
せ)

月
一
回
と
総
会
年
一
回

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

納
山
祭
と
称
し
て
年
末
山
中
で

宴
会
も
し
ま
す
。

　

入
会
資
格
は
18
歳
か
ら
45
歳
位

で
男
女
の
性
別
、
体
力
、
登
山
経

験
な
ど
問
い
ま
せ
ん
。
初
心
者
大

歓
迎
で
す
。
但
し
経
験
が
あ
る
方

で
、
中
級
以
上
の
岩
登
り
や
先
鋭

的
な
登
山
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

山
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
気
の
あ

っ
た
山
仲
間
が
集
ま
り
、
四
季
を

　

第
６
回
生
駒
チ
ャ
レ
ン
ジ
登
山

大
会
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

１
３
０
０
人
以
上
の
方
が
大
阪

の
緑
の
コ
ー
ス
で
健
康
な
汗
を
か

い
て
頂
き
ま
し
た
。
天
気
が
と
て

も
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
行
動
さ

れ
た
み
な
さ
ん
に
は
、
少
し
暑
か

っ
た
事
で
し
ょ
う
。

 

Ｔ
シ
ャ
ツ
の
色
、
シ
ョ
ッ
キ
ン

グ
ピ
ン
ク
。
10
月
は
乳
が
ん
撲
滅

月
間
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
プ
ロ
フ

ッ
ト
ボ
ウ
ル
の
試
合
で
は
選
手
に

ピ
ン
ク
の
何
か
、
例
え
ば
手
袋
、

タ
オ
ル
、
靴
な
ど
を
着
用
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
の
シ
ョ

〈一般男子の部〉
　1植村裕樹	 　2:18:44
　2山下勝司	 　2:22:05
　3新名健太郎　  2:24:11
〈壮年の部〉
　1古野修	 　2:32:53
　2山田和信	 　2:35:12
　3小田俊二	 　2:51:17
〈女子の部〉
　1前野智子	 　3:11:34
　2出口亜美	 　3:25:32

　3松下直子	 　3:27:15

通
じ
で
安
全
登
山
を
、
も
っ
と
う

に
山
に
親
し
ん
で
い
ま
す
。
私
た

ち
と
一
緒
に
安
全
で
楽
し
い
登
山

を
し
ま
せ
ん
か
。

　

入
会
に
際
し
て
の
質
問
等
は
例

会
に
直
接
お
越
し
頂
く
か
メ
ー
ル

saffran@
hotm

ail.co.jp 

徳
田
、高
野
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

例
会
は
第
２
火
曜
日
JR
森
ノ
宮

「ANNEX 
PAL

法
円
坂
」
で
す
。

ブ
ロ
グ
は
こ
ち
ら
。http://

safuran13.blog16.fc2.
com

/

　
　
　
　
　

（
記:

坂
井
田
博
義
）

ッ
キ
ン
グ
ピ
ン
ク
で
す
。
女
性
へ

の
応
援
、
支
援
の
色
で
す
。
そ
う

思
え
ば
あ
の
色
も
良
い
色
に
見
え

て
来
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
す
が

ど
う
で
し
ょ
う
。

今
年
も
皆
さ
ん
の
モ
ラ
ル
の
高
さ

で
大
会
が
順
調
に
完
結
し
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

特
別
事
業
委
員
長　

岩
越
昌
樹

 

ト
レ
イ
ル
ラ
ン

   

一
般
男
子
の
部　

３
１
３
名

   

壮
年
男
子
の
部　

２
３
６
名

   

女
子
の
部     　

７
４
名

   　
　

合
計　
　
　

６
２
３
名

 

ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク  

７
１
６
名

  

総
合
計      

１
３
３
９
名

　

生
駒
チ
ャ
レ
ン
ジ
登
山
大
会

第６回

 

〈
ス
カ
イ
ラ
ン
上
位
者
〉

山
遊
楽(

サ
フ
ラ
ン)

会

(21)(22)
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10
月
21
日
、
第
６
回
生
駒
チ
ャ
レ
ン
ジ
登
山
大
会
が
開
催
さ
れ
、

１
３
０
９
名
の
参
加
者
が
生
駒
山
系
縦
走
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。



　

登
山
と
い
う
運
動
に
伴
い
必
要

と
さ
れ
る
水
分
の
量
は(

体
重

１
kg
あ
た
り
１
時
間
の
運
動
で
５

cc)

×
歩
行
時
間=

（
Ａ
と
し
ま

す
）
ま
た
身
体
が
蓄
え
て
い
る
水

分
量
は(

体
重
１
kg
あ
た
り
20
㏄
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後
は
約
１
時
間
毎
に
休
憩
す
る
ペ

ー
ス
を
守
る
よ
う
に
し
ま
す
。
休

憩
時
間
は
約
5
分
程
度
が
適
当
で

す
。
長
い
休
憩
は
歩
行
の
リ
ズ
ム

を
乱
し
た
り
、
寒
い
と
き
は
身
体

を
冷
や
し
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
を
崩
す

も
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
１
時
間

ペ
ー
ス
が
難
し
い
人
は
50
分
で
も

40
分
で
も
良
い
の
で
自
分
に
あ
っ

た
ペ
ー
ス
を
見
つ
け
れ
ば
良
い
と

思
い
ま
す
。

９
、
栄
養
補
給
の
し
か
た

　

長
時
間
歩
く
と
き
は
目
標
地
点

ま
で
は
行
動
食
で
補
い
ま
す
。
休

憩
の
都
度
こ
ま
め
に
補
食
す
る
よ

う
に
し
ま
す
。

　

行
動
食
は
す
ぐ
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
な
る
炭
水
化
物(

米
、
パ
ン)

果
糖
な
ど
を
摂
っ
て
下
さ
い
。
脂

肪
な
ど
は
す
ぐ
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
燃
え
て
く
れ
な
い
の
で
あ

ま
り
行
動
食
と
し
て
は
適
し
て
い

ま
せ
ん
。

登
山
基
礎
講
座 

(3)

  
山
登
り
を
始
め
る
人
の
為
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス    

10
　
　
、
水
分
補
給
の
し
か
た

　

10
月
27
〜
29
日
に
か
け

て
福
井
県
山
岳
連
盟
主
管

の
下
、
全
日
本
登
山
体
育

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
白

山
を
開
山
し
た
名
僧
「
泰

澄
」
の
祈
り
と
歴
史
を

辿
る
山
々
を
テ
ー
マ
に

３
０
０
余
名
の
山
仲
間
が

山
行
と
交
流
を
深
め
た
。

　

開
会
式
に
続
き
２
つ
の

記
念
講
演　

重
廣
恒
夫
氏

の
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ら
日
本

の
山
へ
」(

エ
ベ
レ
ス
ト

登
頂
を
始
め
輝
か
し
い
記

録
を
持
つ
重
廣
氏
が
日

本
の
１
０
０
名
山
連
続

登
頂
、
分
水
嶺
の
踏
破
、

４
０
０
０
山
登
山
な
ど
。

  

増
永
廸
男
氏
「
福
井
の

山
の
見
ど
こ
ろ
、
良
い
所
」

(

福
井
の
山
域
の
著
者)

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
感

銘
し
た
。

51 回全日本登山体育大会に参加して

 

28
日
の
登
山
は
６
コ
ー
ス
が
設

定
さ
れ
た
。(

荒
島
岳
、
取
立
山
、

大
仏
寺
山
、
越
知
山
、
野
坂
山
、

岩
籠
山)

　

大
阪
班
は
大
仏
寺
山
「
曹
洞
宗

の
開
祖
、
道
元
禅
師
、
修
行
の
山

道
コ
ー
ス(

正
法
眼
蔵
の
道)

」

を
歩
い
た
。
険
し
い
岩
場
は
少
な

く
樹
林
帯
の
急
登
と
永
平
寺
に
至

る
沢
筋
の
下
り
を
除
け
ば
尾
根
続

き
で
、
途
中
の
峠
で
は
地
元
の
ス

タ
ッ
フ
か
ら
暖
か
い
豚
汁
の
接
待

を
受
け
た
。
最
後
の
登
り
で
大
仏

寺
山
山
頂
二
等
三
角
点
へ
、
急
斜

面
を
下
り
修
行
の
場
で
あ
っ
た
大

仏
寺
跡
は
礎
石
の
中
に
点
在
す
る

観
音
像
に
信
仰
の
証
を
見
た
。
雨

の
為
、
展
望
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た

分
、
足
跡
を
偲
ぶ
歩
き
に
集
中
出

来
た
。
永
平
寺
ダ
ム
に
出
て
永
平

寺
ま
で
歩
き
、
大
寺
院
に
参
拝
。

迎
え
の
バ
ス
で
芦
原
温
泉
へ
。

 

温
泉
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
夜
の

閉
会
式
。
御
苦
労
を
か
け
た
福
井

県
の
方
々
へ
全
員
大
拍
手
で
感

謝
。
講
評
で
は
悪
天
で
コ
ー
ス
変

更
し
た
班
、
体
調
不
良
で
リ
タ
イ

ヤ
さ
れ
た
以
外
は
ト
ラ
ブ
ル
も
無

く
各
コ
ー
ス
共
予
定
時
間
内
で
の

山
行
は
日
頃
の
成
果
と
評
価
さ
れ

た
。
続
い
て
日
山
協
会
長
神
崎
氏

の
挨
拶
「
本
日
の
悪
天
の
登
山
は

神
様
が
与
え
て
く
れ
た
試
練
、
悪

天
は
登
山
者
を
鍛
え
て
く
れ
る
」

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
印
象
に
残
っ

た
。
来
年
の
開
催
県
は
茨
城
県
。

　

末
筆
で
す
が
こ
の
度
、
全
日
大

会
10
回
参
加
者
表
彰
の
後
で
特
別

表
彰
者
に
阪
下
幸
一
、
阪
下
悦
子

が
選
ば
れ
全
く
予
期
せ
ぬ
事
で
大

阪
府
山
岳
連
盟
の
ご
配
慮
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

(

や
ま
ゆ
き
会　

阪
下
幸
一)

指
導
委
員
会
委
員
長　

山
本
一
夫

)

×
体
重=

（
Ｂ
と
し
ま
す
）

そ
れ
で
は
体
重
60
㎏
の
人
が
８
時

間
歩
い
た
場
合
の
必
要
水
分
量
は

い
く
ら
に
な
る
か
と
い
う
と
、

 

Ａ
引
く
Ｂ=(

５
×
60
×
８)- 

(

20
×
60)=

１
２
０
０
に
な
り

１
２
０
０
㏄
必
要
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。(

こ
れ
は
あ
く
ま
で

も
目
安
で
す
の
で
、
気
象
条
件
や

各
自
の
体
調
に
合
わ
せ
て
摂
取
す

る
量
は
調
整
す
る
こ
と
。)

 

ま
た
水
分
を
摂
取
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
は
の
ど
が
渇
く
前
に
飲
む
の

が
効
果
的
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
分
か
り
づ
ら
い

の
で
、
休
憩
の
都
度
、
の
ど
が
乾

い
て
い
な
く
て
も
飲
む
の
が
良
い

で
し
ょ
う
。

 

飲
む
水
分
は
水
そ
の
も
の
よ
り

は
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
含
ん
だ
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
の
方
が
良
い
。
好
み

か
と
思
い
ま
す
が
私
は
標
準
の
濃

さ
で
は
少
し
甘
す
ぎ
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
の
で
私
の
場
合
は
少
し
薄

め
て
使
っ
て
い
ま
す
が
某
飲
料
メ

ー
カ
ー
の
担
当
者
の
方
の
話
で
は

所
定
の
濃
度
で
飲
む
の
が
一
番
身

体
に
良
い
の
だ
そ
う
で
す
。

　

(

次
回
は
覚
え
て
お
く
と
便
利

な
結
び
方
、
怪
我
を
し
た
ら•••

谷
に
落
ち
た
ら•••
救
援
を
呼

ぶ
と
き
は
、
等
で
す
。

６
、
登
山
届
け
に
は
何
を
書
く
か

　　　

行
き
先
や
予
定
を
書
く
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
緊
急
時
の
連
絡

先(

地
元
の
警
察
署
や
消
防
署
・

病
院
の
電
話
番
号
・
家
族
の
連
絡

先)

を
書
い
て
お
き
ま
す
。

　

「
最
終
下
山
日
・
時
刻
」
は
必

ず
書
き
ま
す
。
こ
れ
は
非
常
事
態

が
発
生
し
て
い
な
け
れ
ば
必
ず
下

山
し
て
い
る
日
時
で
す
。
逆
に
い

う
と
こ
こ
に
「
書
か
れ
た
日
時
以

前
に
連
絡
が
な
け
れ
ば
遭
難
」
し

た
と
み
な
さ
れ
る
日
時
で
す
の
で

非
常
に
大
事
で
す
。
余
裕
を
み
て

確
実
に
連
絡
が
と
れ
る
下
山
日
時

を
書
く
こ
と
。
な
お
計
画
に
見
合

っ
た
十
分
な
食
料
や
装
備
を
持
参

し
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
す
。

７
、
歩
き
方

　　

基
本
は
小
股
で
ゆ
っ
く
り
歩
く

こ
と
。
滑
り
や
す
い
所
は
足
裏(

靴
底)

の
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
を
最
大

限
に
利
用
す
る
こ
と
。

そ
の
た
め
に
は
靴
底
を
斜
面
に
合

わ
せ
て
置
く
よ
う
に
足
を
運
ん
で

下
さ
い
。
こ
の
歩
き
方
は
雪
山
で

ア
イ
ゼ
ン
無
し
で
歩
く
と
き
に
も

有
効
で
す
。

 

段
差
の
あ
る
場
所
は
段
差
が
で

き
る
だ
け
少
な
く
な
る
よ
う
に
足

を
運
び
ま
す
。
一
気
に
太
股
を
上

げ
て
歩
く
よ
り
、
遠
回
り
に
な
っ

て
も
良
い
の
で
傾
斜
が
少
な
く
な

る
よ
う
に
足
を
運
ん
だ
方
が
結
局

疲
れ
が
少
な
い
。

　

荷
物
が
重
く
て
非
常
に
つ
ら
い

時
は
い
わ
ゆ
る
「
ナ
ン
バ
歩
き
」

が
有
効
で
す
。
右
手
、
右
足
を
同

時
に
前
に
運
び
ま
す
。

呼
吸
が
苦
し
い
時
は
意
識
し
て
吐

息
を
多
く
し
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
に
よ
り
吸
う
酸
素
量
が
多
く
な

り
ま
す
。
ま
た
呼
吸
の
リ
ズ
ム
を

作
る
と
楽
に
な
り
ま
す
。

８
、
休
憩
の
し
か
た

　

最
初
の
30
分(

20
分)

は
頑

張
っ
て
歩
き
ま
す
。
こ
の
１
回
目

の
休
憩
で
、
衣
服
の
調
整(=

体

温
調
整)

を
済
ま
せ
ま
す
。
以
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ハ
イ
キ
ン
グ
委
員
会

 
リ
ト
ル
比
良
縦
走

◆
11
月
２
日(
日)

参
加
36
名
ス
タ
ッ
フ
７
名

　

９
時
集
合
。
体
操
を
し
て
出

発
。
楊
梅
の
滝
を
見
て
、涼
峠
へ
。

湿
地
帯
を
渡
渉
し
な
が
ら
寒
風
峠

へ
。
１
回
目
の
記
念
撮
影
を
し
て

滝
山
へ
。
の
は
ず
だ
っ
た
が
鵜
川

越
〜
岩
阿
砂
利
山
へ
。
２
回
目
の

記
念
撮
影
を
し
て
鳥
越
峰
へ
。
ど

ん
ど
ん
下
っ
て
、
見
張
山
へ
着
い

て
し
ま
っ
た
。
近
江
高
島
駅
へ
計

画
通
り
16
時
着
。
紅
葉
と
縦
走
を

楽
し
ん
だ
。　
　

(

氷
見
美
子)

委
員
会
便
り

委
員
会
便
り

自
然
保
護
委
員
会

　汚すまい この道 この山 この自然

◆
11
月
18
日(

日)

　

一
週
後
の
奥
河
内
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、SEA 

TO 
SUMMIT

に
向

け
て
、
滝
畑
〜
岩
湧
山
頂
を
清
掃

ハ
イ
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。

　

河
内
長
野
駅
前
に
午
前
８
時
50

分
に
集
合
。
自
然
保
護
委
員
８
名

の
有
志
が
参
加
。

　

紅
葉
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し

た
。
ル
ー
ト
に
ゴ
ミ
は
な
く
、
足

元
に
は
赤
・
黄
の
落
ち
葉
の
山
で

し
た
。
ゆ
っ
く
り
紅
葉
を
楽
し
み

な
が
ら
下
山
し
ま
し
た
。

　

自
然
保
護
委
員
長　

宮
武　

隆

滝
畑~

岩
湧
山

清
掃
ハ
イ
キ
ン
グ

◆
10
月
７
日
〜
８
日

参
加
者
17
名(

ス
タ
ッ
フ
４
名)

　

10
月
7
日 

天
王
寺
７:

05= 

 

明
神
ヶ
岳
・
黒
柄
山

◆
12
月
９
日(

日)

参
加
者
19
名+

ス
タ
ッ
フ
７
名

　

高
槻
市
樫
田
学
校
前
バ
ス
停

か
ら
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
コ
ン
パ

ス
と
地
図
に
つ
い
て
説
明
後
、

出
発
。
11
時
ご
ろ
黒
柄
山
頂
上

に
着
い
た
。
一
等
三
角
点
に
タ

ッ
チ
。
全
員
で
岳
連
旗
を
囲
み

写
真
を
撮
っ
て
か
ら
、
明
神
ヶ

岳
に
向
か
っ
た
。
12
時
半
ご
ろ

明
神
ヶ
岳
頂
上
に
到
着
、
休
憩
。

全
員
記
念
写
真
後
下
山
。

　

高
槻
森
林
セ
ン
タ
―
会
議
室

に
集
合
し
て
赤
松
講
師
の
北
摂

の
地
図
に
つ
い
て
の
講
義
を
う

け
た
あ
と
、
温
泉
、
宴
会
を
楽

し
ん
だ
。 　

 (

薦
田
佳
一)

第
154
回
大
阪
岳
連
ハ
イ
キ
ン
グ

第
153
回
大
阪
岳
連
ハ
イ
キ
ン
グ

焼
岳
と
大
正
池

第
155
回
大
阪
岳
連
ハ
イ
キ
ン
グ

大
阪
50
山
と
納
山
会

大
正
池
13:

30
ー
散
策
ー
田
代

池
ー
上
高
地(

河
童
橋)

自
由

散
策
、
中
の
湯
温
泉
旅
館
泊
。 

　

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
し
か
も

連
休
中
日
の
為
、
交
通
渋
滞
を
極

力
懸
念
し
て
い
ま
し
た
が
、
時
間

的
ロ
ス
も
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
進
行

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

 

河
童
橋
で
の
集
合
写
真
は
後
ろ

の
穂
高
連
峰
も
ガ
ス
で
見
る
事
が

出
来
な
い
こ
と
か
ら 
川
原
に
降

り
て
の
写
真
と
し
ま
し
た
。

　

10
月
８
日　
中
の
湯
温
泉
旅
館

を
早
朝
出
発
。
焼
岳
頂
上
で
は

３
６
０
度
の
展
望
が
開
け
、
笠

ケ
岳
か
ら
双
六
岳
の
稜
線
と
鷲
羽

岳
、
穂
高
連
峰
と
槍
ケ
岳
、
常
念

岳
か
ら
霞
沢
岳
、
昨
日
歩
い
た
上

高
地
周
辺
、
乗
鞍
岳
、
御
嶽
山
、

八
ケ
岳
連
峰
等
を
見
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

 

頂
上
で
集
合
写
真
を
撮
影
後
、

元
来
た
道
を
下
山
。
天
気
良
し
、

良
き
参
加
メ
ン
バ
ー
、
良
き
ス
タ

ッ
フ
に
恵
ま
れ
、
大
変
有
意
義
な

山
行
が
出
来
た
事
を
感
謝
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　

（
松
下
至
博
）

　　

好
天
で
焼
岳
の
全
貌
が
隅
々
と

見
え 

自
然
の
不
思
議
さ
に 

大

き
さ
に
畏
敬
の
念
を
感
じ
ま
し

た
。
素
晴
ら
し
い
紅
葉 

素
晴
ら

し
い
サ
ポ
ー
ト 

楽
し
い
メ
ン
バ

ー 

思
い
出
一
杯
の
焼
岳
登
山
。 

色
々
楽
し
か
っ
た
。（
金
谷
良
子
）



 

紅
葉
の
氷
ノ
山

パ
ー
ソ
ナ
ル
委
員
会

甲
斐
駒
ケ
岳
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◆
９
月
21
日
～
23
日

　

総
勢
18
名
、
車
５
台
、
テ
ン
ト

４
張
り
。
前
日 

バ
ス
駐
車
場
で

テ
ン
ト
２
張
と
車
で
仮
眠
。

　

22
日
５
時
の
バ
ス
に
乗
り
北
沢

峠
へ
。
予
定
よ
り
１
時
間
早
く
甲

斐
駒
を
め
ざ
し
出
発
。
森
林
帯
を

抜
け
、
岩
の
ご
ろ
ご
ろ
し
た
面
白

い
斜
面
を
ト
ラ
ー
バ
ー
ス
、
仙
水

峠
に
つ
く
。
こ
れ
か
ら
が
急
登
。

じ
っ
く
り
登
っ
て
い
る
う
ち
に
駒

津
峰
に
到
着
。
８
合
目
分
岐
で
直

登
コ
ー
ス
を
と
る
。
遅
れ
気
味
の

メ
ン
バ
ー
を
激
励
し
な
が
ら
、
20

分
遅
れ
で
山
頂
で
合
流
。 

元
気

な
人
は
摩
利
支
天
へ
、
皆
と
は
８

合
目
分
岐
点
で
合
流
、
長
い
急
峻

な
尾
根
を
、
足
元
を
よ
く
注
意
し

な
が
ら
北
沢
峠
に
下
山
、
き
つ
い

下
り
だ
っ
た
。

　

翌
日
は
雨
が
降
り
続
い
て
い
る

の
で
下
山
に
決
定
。
明
る
く
な
り

撤
収
。
一
番
の
バ
ス
で
下
り
て
き

ま
し
た
。(

中
村
久
住)

◆
10
月
28
日(

日)

　
A
コ
ー
ス

遭
難
対
策
委
員
会

◆
10
月
14
日

 

百
丈
岩
周
辺
に
て
無
雪
期
レ
ス
キ

ュ
ー
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

縦
走
、セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
基
本
、

セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
応
用
の
３
ク

ラ
ス
に
わ
か
れ
実
施
。

　

基
本
ク
ラ
ス
は
閉
講
式
終
了
後

も
全
員
に
経
験
し
て
頂
く
為
19
時

近
く
ま
で
「
残
業
」。
参
加
者
に

は
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す

と
共
に
来
年
以
降
の
反
省
材
料
と

な
り
ま
し
た
。(

石
田
英
行)

11
の
コ
ー
ス
か
ら
山
頂
へ
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1､千本道コース  　　　7名
2､黒栂谷コース  　　 10名
3､タカハタコース     26名
4､久留野コース        4名
5､ロープウエイコース  3名
6､青崩道コース       16名
7､太尾道コース        9名
8､ダイトレコース      6名
9､水分道コース       24名
10､天ヶ滝新道コース  13名
11､二上山コース       3名

ア
イ
ゼ
ン
&
ピ
ッ
ケ
ル
練
習
会

◆
11
月
18
日(

日)

有
永
講
師
班
５
名
、
中
本
講
師
班

６
名
、
岩
田
講
師
班
５
名
、
光
田

講
師
班
４
名
、
他
１
名 

計
21
名

　

初
心
者
練
習
会
で
し
た
が
、
経

験
者
も
多
数
参
加
講
師
の
方
の
レ

ベ
ル
が
高
い
の
で
、
充
実
し
た

練
習
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

 (

中
村
久
住)

無
雪
期
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会

◆
11
月
10
日

　

「
な
ぜ
道
に
迷
う
。
迷
っ
た
ら

ど
う
す
る
。」
を
テ
ー
マ
に
静
岡

大
学
の
村
越
真
教
授
に
講
演
し
て

頂
き
ま
し
た
。
会
場
は
満
席
の

１
５
０
名
の
参
加
者
が
あ
り
山
岳

遭
難
原
因
一
位
の
道
迷
い
に
関
し

て
多
く
の
方
々
が
興
味
、
関
心
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
事
を
改
め
て
痛

感
い
た
し
ま
し
た
。

　

村
越
先
生
の
お
話
は
最
近
の
山

岳
遭
難
事
故
の
傾
向
か
ら
始
ま
り

道
標
に
よ
る
難
易
度
の
区
分
け
の

◆
12
月
１
、２
日　

技
術
研
修
会

富
山
県
・
国
立
登
山
研
修
所

参
加
者　

大
阪
７
名
、
日
山
協
４

名
、
岐
阜
岳
連
２
名
、
愛
知
岳
連

１
名
、
京
都
岳
連
１
名 

労
山
全

国
連
盟
１
名
、
大
阪
労
山
３
名
、

京
都
労
山
２
名 
合
計
21
名

 

実
施
内
容
▼
フ
ォ
ロ
ワ
ー
確
保

時
の
衝
撃
荷
重
▼
フ
ォ
ロ
ワ
ー
確

保
時
の
ロ
ー
プ•

カ
ラ
ビ
ナ
反
転

▼
２
名
で
の
ラ
ッ
ペ
リ
ン
グ
時
の

支
点
荷
重
▼
各
種
結
び
方
の
ほ
ど

き
易
さ
▼
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
シ
ス
テ

ム
の
強
度
他 

　

全
国
か
ら
大
勢
の
方
が
参
加
さ

れ
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
技
術
検
証

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
労
山
の
方
が
多
く
参
加

技
術
委
員
会

さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
技
術
を
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
交
流
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

技
術
委
員
会
委
員
長 

岩
田
修
一

　

14
名(

女
性
７
名 

男
性
７
名)

朝
７
時
に
車
３
台
で
梅
田
を
出

発
、、
氷
ノ
山
国
際
ス
キ
ー
場
か

ら
登
り
始
め
ま
し
た
。
天
気
予
報

が
雨
の
た
め
、
氷
ノ
山
越
を
取
り

や
め
、
東
尾
根
の
往
復
コ
ー
ス
に

変
更
。
心
配
し
て
い
た
雨
も
山
頂

ま
で
は
殆
ん
ど
問
題
な
く
、
楽
し

い
登
山
と
な
り
ま
し
た
。
途
中
、

紅
葉
も
観
る
こ
と
が
で
き
、
写
真

撮
影
も
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

下
山
時
に
は
、
一
時
雨
脚
も
強
く

な
り
ま
し
た
が
、
全
員
元
気
に
下

山
し
ま
し
た
。　

(
木
村 
充
雄 )

Ｂ
コ
ー
ス(

テ
ン
ト
泊)

　

参
加
者
７
名　

生
憎
の
天
候
で

景
色
は
少
々
残
念
で
し
た
が
初
め

て
氷
ノ
山
に
登
れ
て
楽
し
か
っ
た

で
す
。
暴
風
の
中
で
テ
ン
ト
泊
し

て
飛
ば
さ
れ
な
い
か
と
不
安
な
夜

で
し
た
が
山
男
４
人
と
一
緒
だ
っ

た
の
で
安
心
し
て
寝
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

(

松
浦
信
夫)

安
全
登
山
の
集
い

必
要
性
。
登
山
者
の
錯
覚
や
思
い

込
み
。
物
を
等
高
線
で
表
す
事
に

よ
り
地
形
図
に
慣
れ
る
等
道
迷
い

を
防
ぐ
対
策
を
色
々
と
ご
講
演
頂

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
参
加
し
て
頂
い
た

方
々
だ
け
で
な
く
多
く
の
登
山
者

が
山
に
お
い
て
ル
ー
ト
判
断
を
的

確
に
行
い
、
遭
難
事
故
が
少
し
で

も
減
る
よ
う
願
う
と
供
に
我
々
も

少
し
で
も
皆
さ
ん
の
手
助
け
が
出

来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

遭
難
対
策
委
員
長　

石
田
英
行

金
剛
山
集
中
登
山

(葛木神社で安全登山祈願 )

◆
11
月
11
日(

日)

　

大
阪
府
山
岳
連
盟
創
立
66
周
年

を
記
念
し
て
金
剛
山
集
中
登
山
が

行
わ
れ
た
。

　

雨
の
中
を
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
初
心

者
の
方
ま
で
１
２
５
名
が
11
の
コ

ー
ス
か
ら
山
頂
を
目
指
し
た
。

　

金
剛
山
葛
木
神
社 

宮
司
様
に

よ
る
、
安
全
登
山
の
ご
祈
祷
を
い

た
だ
き
、
山
頂
広
場
で
は
、
参
加

者
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
全
員
で

「
安
全
登
山
宣
言
」
を
唱
和
し
た
。

　

今
回
初
め
て
の
試
み
で
パ
ー
ソ

ナ
ル
、
自
然
保
護
、
ハ
イ
キ
ン
グ

各
委
員
会
の
共
催
と
な
っ
た
。



【山行日程表】 Dolpo EXP. 2012 - Himalko Keti
8/10 日本出発－カトマンズゥ到着 Arrive Kathmandu
8/11-8/14 カトマンズゥ タメル地区泊 パーミット申請•装
　備の準備。ロスバゲッジ 2 つ
8/15•16 飛行機ネパールガンジ Fly Nepalgunj 着 / 天候不
　良で 1 日待機
8/17 飛行機ジュパル Fly Juphal (Dolpa) 着•デゥネイ Dunai
　泊ロッジ移動遠征準備 ポータ雇用•カッチャル 6 頭雇用•食
　料•灯油調達など段取りを
8/18 トレッキング出発 サンタ泊 Shyanta 2423ｍ
8/19 チャプカ泊 Chhepka
8/21•22 レチ泊 Rechi 2982ｍ
8/23•24 Ringmo (Phoksumdo Lake)
　3640ｍ泊 高度順化 4011ｍへ
8/25 4190ｍ泊
8/26 4843ｍ泊 ン•ガンドラ ( 峠 )Nongdolo La 手前
8/27-9/1 Shey Gompa 4374m 泊
8/28 2 つのゴンパ ( 寺院 ) を訪問 
8/31 セー山 巡礼 ( 水晶山の周り 1 周巡礼 20ｋくらい＞
　＜Shey Festival2012 12 年に 1 度の大祭 (8/30-9/3) にゲ
　スト参加＞
9/2 Sela La セラ･ラ•••Namgung ナムグン村泊 4416ｍ

9/3 Saldang サルダン村泊 3866ｍ
9/4  Khomagaon コマン村泊 4238ｍ
9/5  Shimen La シーメン･ラ ( 峠 )4320ｍ•••Shimen シーメ
　ン村泊 3911ｍ
9/6•7 Tinkyu (Thinje) ティンキュー村 School 泊 4239ｍ
9/8  4275ｍ泊
9/9  Mo La モーラ手前 4788ｍ泊
9/10 -11 モ•ラ 5024ｍ•••Chharka ツァルカ村泊 4306ｍ 
9/12 遠征本番 4475ｍ泊 カッチャル 5 頭とさよなら
9/13 ‒ BC 5375ｍ泊
9/14 Hi Camp 泊 5821ｍ泊
9/15 無名峰最高ピーク 6089ｍ Hi Camp 泊 5821ｍ
9/16 池の横 5755ｍ泊
9/17 5616ｍ•••ChanagorBanjyang•••BC•••5196ｍ　
9/18-20 Chharka 村戻る 4306ｍ泊 新しいカッチャル雇用
9/21 4976ｍ泊
9/22 トゥジェ•ラ 5557ｍ•ゲバ•ラ 5126ｍ Camp4254ｍ泊
9/23 Santa サンダー•••4266ｍ泊
9/24-25 Kagbeni カグベニ 無事に DOLPO 横断
9/26 Jomson＝＝＝タトパニ村ロッジ泊
9/27 ポカラ泊
9/28 飛行機カトマンズ 観光省 リーダのみ行く
9/29-10/13 休養と買物
10/14-15 カトマンズ＝＝日本帰国
　EXP. 45days  Total 67days 

ヒ
マ
ラ
ヤ
に
魅
せ
ら
れ
て

（1）

ヒ
マ
ル
コ
キ
テ
ィ
女
性
登
山
隊

ヒマラヤの青い芥子の花

　

私
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を

胸
に
抱
え
て
２
０
１
２
年
８
月
10

日
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
向
け
て
出
発
し

ま
し
た
。
山
旅
の
舞
台
と
な
る
大

地
は
、
西
北
ネ
パ
ー
ル
に
あ
る
ト

ル
ボ
地
方
と
ム
ス
タ
ン
地
方
の
一

部
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
に
は
じ

め
て
入
っ
た
日
本
人
、
河
口
慧
海

師
や
半
世
紀
前
に
西
北
ネ
パ
ー
ル

探
検
隊
（
故
川
喜
田
二
郎
隊
長
）

た
ち
が
残
し
て
く
れ
た
足
跡
は
、

ま
だ
ま
だ
未
知
や
冒
険
を
経
験
で

き
る
の
で
は
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

な
に
を
成
し
遂
げ
た
わ
け
で
も

な
い
の
で
す
が
、
た
だ
こ
の
遠
征

（
山
旅
）
に
力
を
注
い
だ
こ
と
は

確
か
で
あ
り
、
最
終
決
定
を
し
て

か
ら
は
、
毎
日
、
計
画
や
準
備
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
、
ト
ル
ボ

に
心
を
奪
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
確

か
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
す
こ

し
原
始
的
（
昔
の
遠
征
）
な
ス
タ

イ
ル
を
真
似
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

持
っ
て
、
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。　

　

次
回
か
ら
の
報
告
を
少
し
で
も

興
味
を
も
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
ヒ
マ
ル
コ
キ
テ
ィ

女
性
登
山
隊　

隊
長　

吉
田
智
美

ボ
ル
ト

 

ス
ク
エ

ペ
デ

   

 　

 

旅
山
の
間
日
45

セラ・ラ（峠）チベット国境ガヤンゾンカンを望むメンバー トウジュ・ラ (峠 )手前私たちのカッチャル10頭のうちの4頭雇用
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益
目
的
事
業
比
率
が
全
支
出
の
50

％
以
上
で
あ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。
連
盟
に
お
い
て
も
今
期

よ
り
今
後
の
組
織
体
制
お
よ
び
運

営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
法
人
化
委

員
会
を
設
け
て
検
討
を
始
め
て
い

る
。
日
本
山
岳
協
会
の
今
後
の
動

き
を
見
な
が
ら
向
こ
う
２
年
間
の

ワ
ー
キ
ン
グ
期
間
を
経
て
結
論
を

出
す
予
定
に
し
て
い
る
。

　

法
人
化
の
是
非
を
論
ず
る
前
に

現
在
の
連
盟
の
規
約
規
程
は
定
款

に
定
め
る
団
体
と
し
て
の
体
裁
を

整
え
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
法
整

備
を
行
い
信
頼
さ
れ
る
運
営
を
行

う
た
め
の
基
盤
づ
く
り
が
必
要
で

あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
旅
費
規
程
に

つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
か
ら
取

り
組
む
こ
と
に
し
た
。
同
時
に
旅

費
規
程
は
連
盟
が
主
催
お
よ
び
主

管
す
る
事
業
内
容
と
深
く
関
係
し

て
い
る
た
め
、
合
わ
せ
て
事
業
の

見
直
し
も
進
め
て
い
る
。

　

こ
こ
で
事
業
に
つ
い
て
現
状
を

整
理
す
る
と
、
事
業
を
大
き
く
２

つ

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

連
盟
全
体
で
主
催
す
る
規
模
の
大

き
い
事
業
と
委
員
会
レ
ベ
ル
で
主

催
す
る
事
業
で
あ
る
。
規
模
の
大

き
い
事
業
と
し
て
は
春
と
秋
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
登
山
と
冬
山
講
習
会
が

あ
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
登
山
は
特
別

事
業
委
員
会
、
冬
山
講
習
会
は
指

導
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
一
方
、
委
員

会
レ
ベ
ル
で
は
、
遭
難
対
策
委
員

会
が
行
う
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会
や

安
全
登
山
の
つ
ど
い
、
指
導
委
員

会
が
行
う
指
導
員
養
成
講
習
会
と

研
修
会
お
よ
び
登
山
技
術
講
習

会
、
技
術
委
員
会
が
行
う
技
術
交

流
や
検
証
会
、
競
技
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
委
員
会
が
行
う
施
設
利
用
講
習

会
や
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
会
お
よ

び
国
体
選
手
選
考
と
派
遣
、
自
然

保
護
委
員
会
が
行
う
自
然
観
察
会

や
調
査
活
動
、
ハ
イ
キ
ン
グ
委
員

会
が
行
う
ハ
イ
キ
ン
グ
山
行
、
パ

ー
ソ
ナ
ル
委
員
会
が
行
う
パ
ー
ソ

ナ
ル
山
行
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
現
在
、
委
員
会
は
あ
る
が
事

業
を
行
っ
て
い
な
い
委
員
会
と
し

て
、
海
外
委
員
会
が
あ
る
。

　

こ
の
他
に
総
務
、
会
計
、
広
報

の
委
員
会
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ

は
連
盟
が
委
員
会
制
度
を
と
っ
て

い
る
た
め
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
委
員
会
は
事
業
を

行
う
と
い
う
よ
り
は
事
務
局
を
担

う
連
盟
の
要(

か
な
め)

と
も
言

う
べ
き
委
員
会
で
あ
る
。

　

旅
費
規
程
に
話
を
戻
す
と
、
こ

の
規
程
を
ど
の
よ
う
に
適
用
す
る

の
か
と
い
う
運
用
の
問
題
が
あ

る
。
各
委
員
会
が
行
っ
て
い
る
す

べ
て
の
事
業
に
適
用
す
る
と
な
る

と
財
政
上
の
問
題
が
生
じ
る
だ
け

で
な
く
、
各
委
員
会
が
特
色
を
生

か
し
て
行
っ
て
い
る
活
動
を
制
約

す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ず
、
ひ

い
て
は
委
員
の
や
る
気
を
失
わ
せ

る
結
果
を
招
く
こ
と
に
も
な
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
も
配
慮
し
な
が

ら
運
用
の
あ
り
方
を
ま
と
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

以
上
の
検
討
を
進
め
な
が
ら
、

さ
ら
に
根
幹
と
な
る
組
織
体
制
と

運
営
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
部

分
は
定
款
に
も
関
わ
っ
て
い
か
ざ

る
を
得
な
い
。
現
実
問
題
と
し
て
、

先
の
23
年
度
会
計
決
算
に
お
い
て

未
確
認
金
を
計
上
す
る
と
い
う
失

態
を
招
き
、
11
月
末
現
在
に
お
い

て
も
解
決
を
み
て
い
な
い
。
こ
の

こ
と
を
反
省
し
て
、
今
期
よ
り
中

間
決
算
を
実
施
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が

生
じ
た
原
因
を
個
人
の
問
題
と
せ

ず
、
組
織
運
営
上
の
問
題
と
し
て

真
摯
に
受
け
止
め
、
組
織
体
制
と

運
営
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

次
回
は
こ
の
点
に
言
及
す
る
。

岳
連
の
将
来
に
向
け
て

　

現
在
の
大
阪
府
山
岳
連
盟   

(

以
下
連
盟
と
記
す)

の
活
動
は

加
盟
団
体
や
加
盟
会
員
を
越
え
て

広
く
一
般
の
登
山
愛
好
者
だ
け
で

な
く
市
民
ラ
ン
ナ
ー
や
フ
ァ
ミ
リ

ー
層
ま
で
も
対
象
と
し
た
活
動
や

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
連
盟
の
事

業
収
益
も
こ
う
し
た
活
動
に
負
う

と
こ
ろ
が
大
き
い
。
連
盟
は
加
盟

団
体
の
連
合
体
で
あ
る
が
単
な
る

集
合
体
で
は
な
く
目
的
と
方
針
を

も
っ
た
事
業
体
で
あ
り
、
運
営
の

基
盤
を
な
す
の
は
財
政
で
あ
る
。

か
な
り
以
前
か
ら
連
盟
の
運
営
を

加
盟
団
体
の
会
費
だ
け
で
賄
え
な

い
状
況
に
な
り
、
こ
れ
を
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
収
益
で
補
っ
て
き
た
。

そ
し
て
こ
の
事
業
収
益
の
お
か
げ

で
今
の
連
盟
活
動
が
保
証
さ
れ
活

発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
公
益
法
人
制
度
改
革
に

よ
る
25
年
度
か
ら
の
日
本
山
岳
協

会
の
公
益
社
団
法
人
化
は
傘
下
の

都
道
府
県
山
岳
連
盟
の
活
動
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
さ
ざ
る
を
得

な
い
。
公
益
社
団
法
人
と
し
て
満

た
す
べ
き
主
た
る
要
件
の
中
に
公

組
織
体
制
と
運
営
の
見
直
し 

（1）

法
規
委
員
会 

　
小
畑
和
人

山　岳　大　阪
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九
州
、
沖
縄
、
朝
鮮
南
部
に
分

布
、
沿
海
地
に
多
く
自
生
す
る
が
、

山
地
で
も
よ
く
見
か
け
、
酸
性
・

ア
ル
カ
リ
性
に
耐
え
て
よ
く
生
育

し
、
高
さ
５
〜
６
メ
ー
ト
ル
常
緑

の
高
木
ま
た
は
低
木
▼
大
阪
近
郊

の
里
山
で
は
11
〜
12
月
ま
た
は
２

〜
４
月
、
枝
先
の
葉
腋
に
赤
色
の

花
を
付
け
、
花
の
少
な
い
時
季
に

色
を
添
え
ハ
イ
カ
ー
に
微
笑
み
か

け
る
▼
こ
の
季
節
は
花
を
訪
れ
る

昆
虫
が
少
な
く
、
花
粉
の
媒
介
は

主
に
メ
ジ
ロ
な
ど
の
小
鳥
が
行
っ

て
い
る
。
こ
の
季
節
、
森
を
訪
れ

る
と
顔
が
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
の
花
粉
で

真
っ
黄
色
に
な
っ
て
い
る
小
鳥
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
▼
ツ
バ
キ
は

冬
の
花
の
少
な
い
季
節
に
咲
く
花

と
し
て
、
古
来
か
ら
サ
ザ
ン
カ
と

と
も
に
品
種
改
良
さ
れ
て
き
た
▼

17
世
紀
末
頃
よ
り
、
常
緑
の
樹
と

し
て
も
て
は
や
さ
れ
、
実
生
に
よ

る
園
芸
品
種
が
多
数
作
ら
れ
て
い

る
。　
　
　
　
　

(

石
水
久
夫)

　

表  

彰

　

今
年
は
八
ヶ
岳
に
て
２
コ
ー
ス

で
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
25
年
２
月
８
日(
金)

　
　

〜
11
日(

月)

【
受
講
コ
ー
ス
】

◆
ア
ル
パ
イ
ン(

入
門
コ
ー
ス) 

◆
ア
ル
パ
イ
ン(

初
級
コ
ー
ス)

 

申
し
込
み
受
付(

１
／
18
ま
で)

チ
ャ
レ
ン
ジ
ダ
イ
ト
レ

第
39
回 

チ
ャ
レ
ン
ジ
登
山
大
会

４
月
14
日(

日)

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス

の
う
ち
の
二
上
山
か
ら
天
見
駅
ま

で
の
縦
走
に
、
登
山
と
ト
レ
イ
ル

ラ
ン
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
あ
な
た
の

体
力
・
脚
力
・
技
術
に
応
じ
て
初

級
、
中
級
、
上
級
を
認
定
し
ま
す
。

◇
コ
ー
ス

「
道
の
駅
ふ
た
か
み
パ
ー
ク
當
麻
」

⇩
二
上
山(

岩
間
峠)

⇩
葛
城
山
（
初
級
ゴ
ー
ル
）

⇩
金
剛
山(

中
級
ゴ
ー
ル)

⇩
南
海
天
見
駅(

上
級
ゴ
ー
ル)

◇
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
踏
破
認
定
証

 

指
導
委
員
長 

山
本
一
夫
氏

　

平
成
24
年
12
月
15
日
、
日
本
体

育
協
会
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

全
国
研
修
会
に
お
い
て
、
今
ま
で

ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
つ
い
て
顕
著
な

功
績
の
有
っ
た
者
に
与
え
ら
れ
る

「
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
等
表
彰
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
全
国
よ
り
３
名
が
推
薦

さ
れ
、
大
阪
府
山
岳
連
盟
か
ら
指

導
委
員
長
山
本
一
夫
氏
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

岐
阜
清
流
国
体
が
９
月
29
日
か

ら
10
月
２
日
に
わ
た
っ
て
岐
阜
市

に
て
開
催
さ
れ
、
少
年
男
子
が
リ

ー
ド
・
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
両
競
技
で

６
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
少
年

と
し
て
の
入
賞
は
十
数
年
ぶ
り
で

す
。
清
水
裕
登
君
は
完
登
賞
も
ゲ

ッ
ト
し
ま
し
た
。

少
年
男
子
チ
ー
ム　

清
水
裕
登 

藤
脇
祐
二　

監
督 

清
水
良
祐

岐
阜
清
流
国
体
山
岳
競
技

少
年
男
子
チ
ー
ム

６
位
入
賞

第
69
回
冬
山
講
習
会

２
０
１
３ 
in
八
ヶ
岳

平成 24 年度 (2013) 年間計画　1 月〜 3 月


